
土地の評価の流れ（宅地の場合） 
 

※湯梨浜町の土地の評価は、地方税法第３８８条第１項の規定により告示された「固定資産評価基準」に基づき定め
られた「土地評価事務取扱基準」により行われる。 

※宅地の評価は、沿接する道路との状況、間口、奥行、形状、水路幅など、その土地の持つ個性に応じて各種補正率
を乗じて算出するため、隣接している土地でも評価額が違う場合があります。 

 

 

 それぞれ主要な道路の路線価、その他の街路の路線
価を付設 

標準宅地 

状況類似地区の範囲 

主要な街路 その他の街路 

（例） 
用途地区が普通住宅で、市街地宅地評価法地区の場合 

 画地計算法により各筆の評価額を算出 

二方路線地 

不整形地 

三方路線地 

角地 

袋地 

準角地 

 状況類似地区に区分けし、それぞれ標準宅地を選定 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

用途地区の区分 
 宅地の利用状況等から、普通商業・普通住宅・
村落地区に区分け 

状況類似地区の区分 
 用途地区ごとに、街路・家屋の密集状況・宅地
の利用上の便等を検討し、さらに区分け 
 

鑑定評価価格等を活用して、主要な街路、標準宅
地の価格を設定 
 

主要な街路（標準宅地
が面する道路）の路線
価を付設【鑑定評価価
格等の７割】 

標準宅地の価格の設定
【鑑定評価価格等の７
割】 

 

その他の街路の路線価
を付設【主要な街路の
路線価との相違を比準
表により算出】 

 

各筆の評価額の算出 
 土地評価事務取扱基準に基づく（画地計算法、
標準宅地との比準割合） 

地価下落に伴う評価額の修正 
 毎年 1月 1日から 7月 1日までの間に標準宅地
の地価が下落したと認められる地区では、その下
落状況を把握して決定した修正率を乗じる 
 

その他の宅地評価法地区 

（宇野・泊・漆原など） 

 

市街地宅地評価法地区 

（久留・田後・龍島など） 

主要な街路、標準宅地の選定 
状況類似地区ごとに 
 価格事情や街路の状況等が標準的で宅地
評価の指標となる街路を選定（市街地宅地
評価法地区） 

 地積・形状等が標準的な宅地を選定 
 


